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研究成果の概要（和文）：　スピノザの初期哲学を構成する「知性改善論」と「神、人間とそのさいわいについ
ての短論文」の翻訳、注解、解題を完成させ、出版した。解題では、スピノザのユダヤ教会破門以後の伝記上の
「闇の時期」に光を当て、研究史を総括しつつ、未完で遺された「知性改善論」と未刊行の写本が発見された
「短論文」の著述の事情と前後関係を歴史的に考察した。
　これらから、（１）「短論文」の認識論の特性、（２）「短論文」、初期の書簡と「エチカ」の執筆開始との
関係、（３）スピノザ晩年の文通相手としてその遺稿の行く末にも関与したチルンハウスに関する実証的研究、
が次の研究課題として見定められた。

研究成果の概要（英文）：   I published a Japanese translation, including notes and introduction, of 
Tractatus de intellectus emendatione [TIE] and Korte Verhandeling van God, de Mensch en deszelvs 
Welstand [KV], which constitute together the early philosophy of Spinoza. Throwing light, in its 
introduction, on an ”obscure period” in the life of Spinoza after his excommunication from the 
synagogue in Amsterdam, and also summarizing past studies, I made an inquiry into the histories of 
writing and the chronological order of these works: TIE which was left unfinished and KV which was 
discovered as secondary manuscript copies much later after the death of the philosopher.
     From these researches I could find three problems to be investigated from now on: (1) the 
property of the epistemology of KV, (2) the relation among KV, the early correspondence and the 
beginning of writing Ethics, (3) a historical study of E. W. von Tschirnhaus who was also concerned 
with the destiny of unpublished writings of Spinoza.

研究分野：哲学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　原典遺稿集の校合による「知性改善論」の翻訳、原典写本を参照した「短論文」の翻訳、および精緻な注解と
歴史的な考察によって、近年ヨーロッパの第一線の学者たちが進めてきたスピノザ初期著作の研究水準に達しえ
たことに学術的意義がある。近世初期におけるラテン語から自国語（オランダ語）への哲学術語移入の様相に目
を向けたことも意義をもつ。
　西洋哲学を受けとめる日本語を練り直し、創出するという意図を籠めて、両作品の半世紀以上ぶりの新訳を世
に問うたことに社会的意義があると考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
スピノザの死後二百年近くを経た十九世紀半ば過ぎに（間接的に作成されたとみられる）オ
ランダ語写本が発見された「短論文」は、成立事情を解明するための歴史的研究とテクスト校
定を中心課題とする文献学的研究の点で難問を負う作品である。「短論文」は「エチカ」の原型
をなす著作だが、発見当初からスピノザの最初期の著作とみなされてきた。他方、未完のまま
「遺稿集」に収められた「知性改善論」は「エチカ」に先立って書かれ、その前提をなす方法
論的な著作という扱いを受けてきたが、未完の理由が解明されているわけではない。フィリッ
ポ・ミニーニは、通説とは逆に、「知性改善論」を最初期の作品、「短論文」をそのあとに書か
れ「エチカ」に続いていく作品とする新説を 1970 年代の終りから提起し、その結果従来受け
容れられてきた作品順序は白紙に戻されている。スピノザは 1656 年にユダヤ教会から破門を
受けた。それから、現在残っている最初の往復書簡の日付である 1661 年 8月までは記録がな
く、伝記上「闇の時期」になっている。スピノザの初期哲学の意義を明らかにするためには、
作品順序に関するみずからの立場を固めることが課せられ、それには「闇の時期」の解明も課
題になる。 

 
２．研究の目的 
(1)「短論文」について、研究史の全体的把握と諸解釈の批判的整理を下敷きにした日本語訳と
注解の完成をめざし、その哲学の内容としては、「エチカ」では痕跡がなくなった「認識＝受動」
説の意義の吟味を課題とした。 
(2)「知性改善論」について日本語訳と注解の完成をめざすとともに、真理探究の方法という点
から、中断による未完成の理由を解明しようとした。 
(3) 伝記上の「闇の時期」に歴史的な考察によって迫り、「知性改善論」と「短論文」の執筆順
序に関する仮説の構築と、これら二著作の認識論の特性の解明をめざした。 
 
３．研究の方法 
 目的の(1)(2)(3)に対応して、 
(1)「短論文」に関して、原典である手稿Ａとそれを基に作成したと考えられる手稿Ｂ（ともに
ハーグ王立図書館所蔵）を参照しながら、現在最も信頼に足るミニーニ版を中心にテクスト諸
版の校合、諸国語訳、従来の注釈・解釈の検討を踏まえて、日本語訳を行い、詳細な注解を作
成した。 
(2)「知性改善論」に関して、原典である『遺稿集』（ＯＰ）とオランダ語版『遺稿集』（ＮＳ）、
ミニーニ版、ゲープハルト版等のテクスト諸版を校合しながら、テクストを分析的に解読し、
日本語訳と詳細な注解を作成した。 
(3) ユダヤ教会破門後のスピノザのラテン語修養を歴史的に考察し、さらに問題の二著作の順
序決定のために決定的に重要である（日付を欠く）書簡６の時期を吟味することによって、「闇
の時期」に光を当て、執筆順序の仮説を立てた。 
 (1)(2)(3) のすべてに亙り、文献学的、歴史的研究をリードしてきたイタリア、オランダの
学者と意見を交換しながら、国際的な研究水準に達することにつとめた。 
 
４．研究成果 
(1) スピノザの初期哲学を構成する「知性改善論」と「短論文」について、校訂版テクストだ
けではなく、それぞれの原典（前者については二つの『遺稿集』、後者については手稿Ａ）も拠
り所としながら、日本語訳を完成した。 
(2) たんに原語から移し替えるのではない翻訳は、テクストへの文献学的アプローチと意味の
精確な把握と連結するから、そのために必要とされる注解を余すところなく施した。他方、両
作品の執筆された時期とスピノザが置かれていた状況の把握のために歴史的考察も行い、それ
は解題として完成された。注解と解題は、「短論文」が発見された十九世紀半ばとほぼ時を同じ
くして始まり積み重ねられてきた学問的なスピノザ研究と、近年特に大きく展開したその初期
哲学研究を批判的に包括している。その意味で国際的な研究水準に並ぶものと考える。 
(3) 両作品の半世紀以上ぶりの日本語新訳ということにとどまらず、①詳細をきわめた注解と
解題とを合わせて、スピノザの専門研究者、哲学研究者のみならず、一般の読者をも想定した
形での出版を実現した。②従来慣用されてきた翻訳術語に捉われることなく、西洋哲学の作品
を受けとめて担うことのできる日本語を創出することを臆せずに遂行した。 
(4) 日本ではこれまで（地理的な不利や伝統の欠如により）十分にフォローされて来なかった
文献学的・歴史的なスピノザ研究の国際的な研究水準を示すことができた。 
(5) F.ミニーニの新説が提起されるまで通説とされてきた、「短論文」を「知性改善論」に先立
つ最初期の著述とみなすクロノロジーの説の一つの根拠とされた、「短論文」に特徴的な「認識
＝受動」説を根柢から検討し、その意義を考察する論文の執筆準備にかかっている。 
 主要な研究成果とは別に、付随して課題となった研究およびその成果として、以下の(6)～(8)
を挙げられる。 
(6) 「知性改善論」の原典『遺稿集』（ラテン語）とオランダ語版『遺稿集』を校合し、また「短
論文」のオランダ語原典（本来ラテン語だった著述からの翻訳という説が一応の定説）を研究
する過程で、共通語のラテン語だった哲学術語が近世になって各国語（この場合はオランダ語）



に移されて形成された際の対応を考察することになった。そのために十六世紀以降に刊行され
た古辞典、語彙集を探索した。これも日本国内はもちろん、ヨーロッパでも F.ミニーニ以外に
は手を着けていない研究である。 
(7)「短論文」の幾何学に範を採った「付録」は、今日伝わる最初期のオルデンバーグとの書簡
の内容、および「エチカ」冒頭部との関連を考えさせる。その対応関係は慎重な検討を要する
が、ともかく「エチカ」執筆開始の時期とその生成過程を解明する重要な手懸りとなることが
今後の研究の課題として浮かび上がった。 
(8) 未完の「知性改善論」が『遺稿集』に収められて初めて印刷されたことに関する歴史的考
察は、『遺稿集』全体の編集作業と印刷の経緯に目を向けさせることになった。そこから、スピ
ノザ晩年の（「エチカ」の重要な問題点に鋭い質問を投げかけた）文通相手 E.W.v.チルンハウ
スがスピノザの遺稿刊行までに関与した役割にも着目するに到った。チルンハウスは片方では
ライプニッツとも情報を交換し合っていたので、二人の大哲学者を媒介したチルンハウスの人
と思想を明らかにすることが今後の探究課題となった。スピノザの著作をチルンハウスのため
に筆写したファン・ヘントという人物も従来言及されることがあまりなかった。その手に成っ
た「エチカ」の写本は（スピノザの元の文通相手でその後カトリックに改宗した）ニールス・
ステンセンの手に渡ってからローマの検邪聖省に持ち込まれており、近年ヴァティカン図書館
においてそれが発見された。P.ステーンバッカースがこのヴァティカン写本も参照しながら『遺
稿集』のテクストを校合した「エチカ」が近く刊行される。チルンハウスとファン・ヘントを
めぐる歴史的研究、『遺稿集』のテクスト生成史についてはステーンバッカースが先駆けている
が、それを十分に吸収した上で、「エチカ」のテクストの文献学的研究を行うことが今後取り組
むべき課題になる。またそれはチルンハウスが「エチカ」の枢要な問題点を取り上げて発した
疑問の哲学上の意義を見きわめ、チルンハウスを介してスピノザとライプニッツが関わる思想
圏を視野に収めることにつながるであろう。 
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